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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月30日(2021.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定することと、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列インジケ
ータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、
　ランクインジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づい
て、前記Ｎ個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決
定することと、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを報告することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡを使用するマッピングルールに基づく、また
は、
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡに基づいてアクセスされるルックアップテー
ブルに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｍの前記決定がルックアップテーブルに基づく場合、
　前記マッピングテーブルが、基地局によって構成される、および／または、
　前記マッピングテーブルが、ＣＳＩ報告のための構成されたまたは割り振られたリソー
スに関連する、および／または、
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　前記マッピングテーブルは、どのリソースがＣＳＩフィードバックのために割り振られ
るかに応じて別様に生成される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　Ｍの前記決定は、前記第２のＣＳＩフィードバック部分のペイロードサイズに基づいて
、前記Ｍ個のサブバンドのための前記ＣＳＩフィードバックが収まることを保証するよう
に実施される、および随意に、
　Ｍが、前記ペイロードサイズのための最大のサポートされる値に基づいて選択される、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　連続するサブバンドのセットにおける最良のＣＱＩに関連する第１のサブバンドが、前
記Ｍ個のサブバンドに含まれ、
　連続するサブバンドの前記セットにおける最悪のＣＱＩに関連する第２のサブバンドも
、前記Ｍ個のサブバンドに含まれる、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、間引きパターンに基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、前記サブバンドに関連するＣＱ
Ｉにも基づく、および／または、
　前記間引きパターンが、サブバンドのセットの１つおきのサブバンドの包含を生じる、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定するための手段と、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列イ
ンジケータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、　
ランクインジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づいて
、前記Ｎ個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決定
するための手段と、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを報告するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項９】
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡを使用するマッピングルールに基づく、また
は、
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡに基づいてアクセスされるルックアップテー
ブルに基づく、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　Ｍの前記決定がルックアップテーブルに基づく場合、
　前記マッピングテーブルが、基地局によって構成される、および／または、
　前記マッピングテーブルが、ＣＳＩ報告のための構成されたまたは割り振られたリソー
スに関連する、および／または、
　前記マッピングテーブルは、どのリソースがＣＳＩフィードバックのために割り振られ
るかに応じて別様に生成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　Ｍの前記決定は、前記第２のＣＳＩフィードバック部分のペイロードサイズに基づいて
、前記Ｍ個のサブバンドのための前記ＣＳＩフィードバックが収まることを保証するよう
に実施される、および随意に、
　Ｍが、前記ペイロードサイズのための最大のサポートされる値に基づいて選択される、



(3) JP 2020-536439 A5 2021.10.7

請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　連続するサブバンドのセットにおける最良のＣＱＩに関連する第１のサブバンドが、前
記Ｍ個のサブバンドに含まれ、
　連続するサブバンドの前記セットにおける最悪のＣＱＩに関連する第２のサブバンドも
、前記Ｍ個のサブバンドに含まれる、
請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、間引きパターンに基づく、
請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、前記サブバンドに関連するＣＱ
Ｉにも基づく、および／または、
　前記間引きパターンが、サブバンドのセットの１つおきのサブバンドの包含を生じる、
請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定することと、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列インジケ
ータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、
　ランクインジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づい
て、前記Ｎ個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決
定することと、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを報告することと
を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　[0103]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記で説明された方法および装置の構成、動作ならびに詳細において
、特許請求の範囲の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得
る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定することと、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列インジケ
ータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、
　ランクインジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づい
て、前記Ｎ個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決
定することと、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを報告することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡを使用するマッピングルールに基づく、Ｃ１
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に記載の方法。
［Ｃ３］
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡに基づいてアクセスされるルックアップテー
ブルに基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記マッピングテーブルが、基地局によって構成される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記マッピングテーブルが、ＣＳＩ報告のための構成されたまたは割り振られたリソー
スに関連する、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記マッピングテーブルは、どのリソースがＣＳＩフィードバックのために割り振られ
るかに応じて別様に生成される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　Ｍの前記決定は、前記第２のＣＳＩフィードバック部分のペイロードサイズに基づいて
、前記Ｍ個のサブバンドのための前記ＣＳＩフィードバックが収まることを保証するよう
に実施される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　Ｍが、前記ペイロードサイズのための最大のサポートされる値に基づいて選択される、
Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　連続するサブバンドのセットにおける最良のＣＱＩに関連する第１のサブバンドが、前
記Ｍ個のサブバンドに含まれ、
　連続するサブバンドの前記セットにおける最悪のＣＱＩに関連する第２のサブバンドも
、前記Ｍ個のサブバンドに含まれる、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、間引きパターンに基づく、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、前記サブバンドに関連するＣＱ
Ｉにも基づく、
Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記間引きパターンが、サブバンドのセットの１つおきのサブバンドの包含を生じる、
Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定するための手段と、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列イ
ンジケータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、　
ランクインジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づいて
、前記Ｎ個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決定
するための手段と、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを報告するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１４］
　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡを使用するマッピングルールに基づく、Ｃ１
３に記載の装置。
［Ｃ１５］
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　Ｍの前記決定が、前記ＲＩおよびＮＺＷＡに基づいてアクセスされるルックアップテー
ブルに基づく、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記マッピングテーブルが、基地局によって構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記マッピングテーブルが、ＣＳＩ報告のための構成されたまたは割り振られたリソー
スに関連する、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記マッピングテーブルは、どのリソースがＣＳＩフィードバックのために割り振られ
るかに応じて別様に生成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１９］
　Ｍの前記決定は、前記第２のＣＳＩフィードバック部分のペイロードサイズに基づいて
、前記Ｍ個のサブバンドのための前記ＣＳＩフィードバックが収まることを保証するよう
に実施される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２０］
　Ｍが、前記ペイロードサイズのための最大のサポートされる値に基づいて選択される、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　連続するサブバンドのセットにおける最良のＣＱＩに関連する第１のサブバンドが、前
記Ｍ個のサブバンドに含まれ、
　連続するサブバンドの前記セットにおける最悪のＣＱＩに関連する第２のサブバンドも
、前記Ｍ個のサブバンドに含まれる、
Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、間引きパターンに基づく、
Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記Ｍ個のサブバンドに含めるべき前記サブバンドが、前記サブバンドに関連するＣＱ
Ｉにも基づく、
Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記間引きパターンが、サブバンドのセットの１つおきのサブバンドの包含を生じる、
Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定することと、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列インジケ
ータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、ランクイ
ンジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づいて、前記Ｎ
個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決定すること
とを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２６］
　２部チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告方式において、第２のＣＳＩフィードバック部分
においてＣＳＩをフィードバックするために使用すべきＮ個のサブバンドのうちの第１の
数Ｍを決定することと、ここにおいて、Ｎが、サブバンドプリコーディング行列インジケ
ータ（ＰＭＩ）報告のためのサポートされるサブバンドの構成された数を表す、
　ランクインジケータ（ＲＩ）とレイヤごとの非ゼロ広帯域振幅（ＮＺＷＡ）とに基づい
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て、前記Ｎ個のサブバンドのうちのいずれを前記Ｍ個のサブバンドから省略すべきかを決
定することと、
　前記第２のＣＳＩフィードバック部分において前記Ｍ個のサブバンドのためのＣＳＩフ
ィードバックを報告することと
を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
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